
▲生活を共にした、23人の塾生たち

▲10月9日（土）、閉校式で修了証書を受けとる塾生

・遠　竹・あ・い　愛　塾8

㌣笥肌ガンは「自主自立。協調性℡思いやり」

10月4日（月）から9日（土）までの1週間、遠竹小

学校の4年生から6年生の希望者23人を対象に「遠

竹あい愛塾」が実施されました。

これは、子どもたちが家庭を離れ、年齢の違う集団

の中で共同生活を体験することで、自分たちで困難を

乗り越える力を付け、家庭・家族への感謝の気持ちを

育むことを目的に昨年から実施され、今年で2回目の

開催となります。



そして、学校・家庭・地域の連携

自主日立　協調畔　記いやり
㌣

遠竹公民館
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で
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、
4
年
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滋
那
凛
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共
同
生
活
圏
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験
に
併
せ
て
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庭
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社
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が
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1
～
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6
人
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図
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縦
割
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が
編
制
さ
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・
4
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感
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ま
し
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活
の
基
本
と
な
息
炊
事
・
掃

．く　方
夕れ々
食　まが
の　し子

片
付
け
・
洗
濯
は
、
そ
れ
ぞ
れ

、．．ii．．、l

威
立
や
炊　　ち

事　　を
の　　陰

指　　で
支料多㈹連

′

各
町
は

に
当
番
が
決
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ら
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、
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を
中
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分
た
ち
で
立
て
た
計
画

地
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食
鹿
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政
善
推
進
員
の
潜
さ
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ん
、
も
ら
い
風
呂
に
は
近
所
の
家
庭

を
も
と
に
共
同
生
活
が
行
わ
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。

⑳
も
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家
庭
を
離
れ
、
テ
レ
ビ
も
な
く

ゲ
ー
ム
や
漫
画
の
持
ち
込
み
も
禁
止

さ
れ
た
1
週
間
の
生
活
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の

ゲ
ー
ム
や
友
だ
ち
と
の
会
話
で
楽
し
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時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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し
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を
養
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ま
し
た
。
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の
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▲勉強もちゃんとしました。

▲も～閉校式！

胃ミ－一撃蔭謁闇
▲待ち遠しい炊飯の時間 ▲空き時間には町民体育祭の応援練習　　　▲通学前の洗濯もの干し

撃長からひとこと…
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期間中の公民館は、23名の子ど
もたちの笑顔と笑い声でいっぱいで
した。
この1週間の共同生活を通して、

蒜勺三等．く子どもと篭ちは「自ら考え、自ら行動
≡する」きっかけをつかむことができ

たのではないでしょうか。
そして、地域の人たちの温かい思

いやりに触れ、何かを感じてくれた
ような気がします。

この素晴らしい機会を与えていた
だいた遠竹小学校の先生方、そして、

お世話になった地域の皆さん、本当
にありがとうございました。
Il l l＝】‖＝‖l‖＝ll11日　　l【「」　lil ll　‖l＝l‖l‖l＝川l日日＝
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済照倭鑑闇登馨済義塾済脛済萱遜

●通学合宿でいろんなこと
が学べた。

（4年　竹林　晃）

●簸じめてユロツケをつくり

まレた。おいしかったので

警蜜瞥認蕊ぺい）

▲仲良くもらい風呂

（写真：手前から）

●ちょっ鱒臍だっ裟lヂ

嘲
燭

感
盛
■
ほ

ご．一　‥、

ど、料謹もうまくでき。ミ廟ン毛ち　ダ

たので良かったです。

（4年池田春樹）

通学合宿⑳感想は管　●楽しかった。まだしたかった。
（4年　原口　晃）

（写真二手前左から）
●とても楽しくできました。いろいろなことが大変だっ
たけどそのことが家でも生かせると思うので、がんば
りたいです。　　　　　　　　　（6年　古賀香菜美）

●この1週間、洗濯や掃除などがんばりました。はじめの

日はなかなか眠れなかったけど最後ぐらいになると、
とても楽しくなりました。　　（4年　山口　笑佳）

●わたしは、自由時間がとても楽しかったです。洗濯は
とても大変でした。自分の作った料理はとてもおいし
かったです。また行きたいです。（5年　池田　美有）

●仕事は大変だったけど楽しかったです。また行きたい
です。　　　　　　　　　　　　（4年　森　ことみ）



知っておき
市田T）付合併

1
0
月
1
2
日
（
火
）
、
森
山
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
に
お
い
て
、
第
2
2
回
県
央
地
区

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
市
章
の
候
補
を
も
と
に
選
考
方
法
を
協
議
し
た
後
、
前
回
の
同

協
議
会
以
降
に
調
整
さ
れ
た
協
定
項
目
の
調
整
結
果
報
告
1
5
件
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
時
間
の
都
合
に
よ
リ
9
件
の
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼現行の諌早市の市章

①
諌
早
市
「
市
章
」
　
の
選
考
に
つ
い
て

6
人
の
選
考
委
員
に
よ
り
選
定
さ
れ
た

5
点
の
デ
ザ
イ
ン
が
報
告
さ
れ
る
。
次
回

の
協
議
会
に
て
投
票
で
決
定
す
る
。

たしてどれに新市の「市章」

から一次審査で105点に。▲3，013点の応

され、残った5点。（番号は、選考委員会の推薦順位です。）

合
併
協
定
書
に
お
い
て
、
「
合
併
時
に
調
整
」

ま
た
は
「
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
」
と
な
っ

て
い
た
事
項
等
に
つ
い
て
、
協
議
・
調
整

さ
れ
た
内
容
を
報
告
。

①
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
関
す

る
こ
と
…
協
定
第
2
3
号

被
保
険
者
証
は
5
町
で
カ
ー
ド
化
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
新
市
に
お
い
て
も
カ
ー

ド
化
し
記
載
項
目
を
統
一
。
平
成
1
7
年
3

月
1
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
郵
送
で
交
付

す
る
。保

健
事
業
で
は
、
健
康
づ
く
り
事
業
、

健
診
事
業
　
（
健
康
診
断
補
助
）
、
訪
問
診

断
事
業
を
実
施
し
、
健
康
優
良
家
庭
表
彰

事
業
、
出
産
児
記
念
品
交
付
事
業
及
び
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
は
実
施
し
な
い
。

②
生
活
安
全
に
関
す
る
こ
と
（
そ
の
1
）

…
協
定
第
2
9
号

交
通
指
導
員
の
定
数
は
、
平
成
1
7
年
度

ま
で
現
行
ど
お
り
と
し
、
そ
の
後
の
定
数

は
新
市
に
て
調
整
す
る
。
任
期
は
2
年
、

報
酬
は
年
額
6
万
1
千
円
と
す
る
。

交
通
安
全
協
会
は
、
諌
早
地
区
交
通
安

全
協
会
に
一
本
化
す
る
。

交
通
安
全
母
の
会
は
、
組
織
の
一
本
化

を
働
き
か
け
、
補
助
金
も
一
本
化
す
る
。

グ
レ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
助
成
金
は
、
助

成
方
法
を
一
本
化
す
る
。

③
納
税
関
係
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
第
3
3

号
納
税
報
奨
金
は
、
平
成
1
7
年
度
分
か
ら

納
税
貯
蓄
組
合
法
に
基
づ
き
交
付
す
る
。

平
成
1
6
年
度
分
は
旧
市
町
の
報
奨
金
等
規

定
に
よ
り
交
付
す
る
。

納
税
通
知
は
、
全
世
帯
へ
直
送
す
る
。

④
上
水
道
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
第
5
7
号

報
奨
金
は
、
平
成
1
7
年
度
か
ら
納
税
貯

蓄
組
合
法
に
基
づ
き
交
付
す
る
。
平
成
1
6

年
度
分
は
旧
市
町
の
基
準
に
よ
り
交
付
す

る
。納

付
書
の
通
知
方
法
は
、
口
座
振
替
を

除
く
全
世
帯
に
直
送
す
る
。

⑤
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
（
そ
の
2
）

…
協
定
第
引
号

保
護
者
会
や
納
税
組
合
へ
の
保
育
料
徴

収
に
か
か
る
報
奨
金
は
廃
止
す
る
。
平
成

1
6
年
度
分
は
旧
町
の
と
お
り
。

保
育
料
の
通
知
方
法
は
、
該
当
世
帯
へ

の
直
送
と
す
る
。

⑥
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る
こ
と

…
協
定
第
3
4
号

市
単
独
助
成
に
お
い
て
、
各
協
議
会
の

委
員
1
人
当
た
り
の
活
動
費
を
次
の
よ
う

に
統
一
。

・
地
区
民
協
活
動
推
進
費
、
地
区
会
長
活

動
費
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
費

は
、
長
崎
県
民
生
委
員
協
議
会
交
付
金
と

同
額
。

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
事

務
局
費
は
、
連
合
会
事
務
局
費
と
し
て
必

要
な
金
額
。

・
長
崎
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会

費
と
民
生
委
員
互
助
共
励
事
業
会
費
は
、

実
費
相
当
額
。

⑦
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
第

3
9
号

○
国
の
実
施
要
綱
に
基
づ
く
介
護
予
防
・

2β（フ4ノ⊥ノ　　　用

地
域
支
え
合
い
事

高
齢
者
等
の
生
活

業
…
軽
度
生

活
援
助
、
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

は
、
全
域
で
実
施
。
外
出
支
援
（
送
迎
）
サ
ー

ビ
ス
は
、
多
良
見
町
区
域
と
飯
盛
町
区
域

で
実
施
。
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
は
、
多

良
見
町
及
び
小
長
井
町
区
域
で
実
施
。

・
家
族
介
護
支
援
事
業
…
介
護
用
晶
支
給

事
業
、
家
族
介
護
者
交
流
　
（
元
気
回
復
事

業
）
、
家
族
介
護
慰
労
事
業
、
家
族
介
護

教
室
、
排
桐
高
齢
者
家
族
支
援
は
、
全
域

で
実
施
。

・
介
護
予
防
・
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業

…
生
き
が
い
活
動
支
援
適
所
事
業
　
（
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
、
生
活
管
理
指
導
　
（
生

活
支
援
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
、
食
の
自
立

支
援
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
、
介
護
予
防

事
業
を
全
域
で
実
施
。
地
域
住
民
グ
ル
ー

プ
支
援
事
業
は
、
飯
盛
町
及
び
高
来
町
区

域
で
実
施
。

・
そ
の
他
の
事
業
…
緊
急
通
報
体
制
等
整

備
事
業
は
、
全
域
で
実
施
。

○
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
の
う

ち
単
独
事
業

・
介
護
用
晶
支
給
事
業
…
森
山
町
区
域
で

現
行
ど
お
り
実
施
。

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
…
新
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ぬ

口

市
に
1
カ
所
と
し
1
　
地
域
型
在
宅
介
讃
支

援
セ
ン
タ
ー
を
諌
早
市
区
域
に
7
カ
所
、

5
町
区
域
に
各
1
カ
所
の
計
1
2
カ
所
と
す

る
。

○
県
の
実
施
要
綱
に
基
づ
く
高
齢
者
福
祉

事
業

・
在
宅
あ
ん
し
ん
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
…

老
人
福
祉
電
話
貸
与
事
業
は
全
域
で
、
通

報
設
備
設
置
事
業
は
多
良
見
町
及
び
飯
盛

町
区
域
で
実
施
。

・
そ
の
他
の
事
業
…
住
宅
改
造
助
成
事
業

と
要
援
護
高
齢
者
等
ふ
れ
あ
い
休
職
支
援

事
業
を
全
域
で
実
施
。

○
そ
の
他
単
独
事
業

・
は
り
灸
施
術
費
補
助
事
業
、
福
祉
休
養

費
事
業
…
全
域
で
実
施
。

⑧
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
第

4
0
号身

体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
及
び
精
神

障
害
者
に
対
す
る
交
通
費
の
助
成
内
容
に

相
違
が
あ
っ
た
た
め
、
重
度
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
と
し
て
統
合
し
、
1

回
5
0
0
円
、
年
4
8
回
の
利
用
の
限
度
。

⑨
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
…
協
定
第
亜
号

○
健
康
増
進
事
業

・
普
及
啓
発
事
業
…
健
康
福
祉
ま
つ
り
と

健
康
教
育
講
演
会
は
、
事
業
を
統
合
し
て

実
施
す
る
。

・
運
動
普
及
事
業
…
推
進
事
業
と
推
進
員

養
成
事
業
は
、
運
動
普
及
員
推
進
協
議
会

に
委
託
し
て
実
施
す
る
。
現
在
の
運
動
普

及
推
進
員
は
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

・
食
生
活
改
善
事
業
…
推
進
事
業
は
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
に
委
託
し
実
施
す

る
。
推
進
員
養
成
事
業
は
、
新
市
に
お
い

て
実
施
す
る
。
現
在
の
食
生
活
改
善
推
進

員
は
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

○
母
子
保
健
事
業

・
妊
婦
一
般
健
康
診
査
…
医
療
機
関
に
て

年
2
回
受
診

・
乳
児
一
般
健
康
診
査
…
前
期
健
診
（
4

～
5
カ
月
児
）
と
後
期
健
診
（
1
0
～
1
1
カ

月
児
）
と
し
、
諌
早
市
区
域
は
医
療
機
関

に
て
個
別
方
式
、
5
町
区
域
は
公
民
館
等

で
の
集
団
方
式
と
個
別
方
式
の
併
用
。

・
1
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査
、
2
歳

6
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査
、
3
歳
児
健
康

診
査
、
乳
児
健
康
相
談
、
両
親
学
級
…
諌

早
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
5
支
所
公
民

館
等
で
の
集
団
方
式
。

・
こ
と
ば
の
個
別
相
談
…
諌
早
市
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
5
支
所
公
民
館
等
で
実

施
。

・
グ
ル
ー
プ
発
達
指
導
…
諌
早
市
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
多
良
見
町
町
民
セ
ン
タ
ー

で
実
施
。

・
子
育
て
グ
ル
ー
プ
育
成
…
各
地
区
に
て

集
団
方
式
で
実
施
。

・
妊
婦
教
室
…
諌
早
市
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
集
団
方
式
で
1

2
講
座
を
実
施
。

・
妊
産
婦
訪
問
、
産
婦
・
新
生
児
訪
問
、

乳
幼
児
訪
問
…
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
、
随
時
実
施
。

・
母
子
保
健
推
進
員
…
現
在
の
推
進
員
は

新
市
に
引
き
継
ぐ
。
任
期
1
年
、
年
額
報

酬
4
万
5
千
円
。

○
老
人
保
健
事
業

・
健
康
診
査
事
業
…
下
表
の
と
お
り
。
▼

・
健
康
教
育
事
業
（
高
脂
血
症
個
別
健
康

教
育
、
健
診
後
健
康
教
育
、
病
態
別
健
康

教
育
、
健
康
増
進
健
康
教
育
、
介
護
予
防

健
康
教
育
）
、
健
康
相
談
事
業
（
総
合
健

康
相
談
、
重
点
健
康
相
談
）
、
機
能
訓
練

事
業
、
精
神
保
健
事
業
、
歯
科
保
健
事
業

（
う
ち
歯
科
保
健
指
導
）
…
諌
早
市
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
5
支
所
公
民
館
等
で
実

施
。

・
訪
問
指
導
事
業
…
必
要
と
認
め
ら
れ
る

者
に
対
し
実
施
。

・
歯
科
保
健
事
業
…
該
当
者
に
対
す
る
在

宅
要
介
護
者
歯
科
訪
問
、
指
定
歯
科
医
院

で
の
歯
周
病
予
防
検
診
を
実
施
。

600円

読影・・■無料

嗜癖検査…300円

胃がん：透視検査‥・400円

内視鏡検査…1，200円

大腸がん：200円

頚部検査・・・300円

頚部検査と休部検査…600円

視触診検査…200円

視触診検査とマンモグラフィ検査‥・500円

400円

塵壁塾■■
40歳以上　　　　個別方式

結核■・・16歳以上　　集団方式

肺がん‥・40歳以上

40歳以上　　　　個別方式

20歳以上　　　　個別方式

30歳以上　　　　　個別方式

40歳以上60歳未満集団方式

国民健康保健の保健事業として実施

基本健康診査

結核・肺がん

胃がん・大腸がん

子宮がん

乳がん

骨組しょう症

人間ドック

ご伽Jノノ．Jf汐



くらしに生かそう『

診結果には様々な件の情報が載っています。「健診を受けた」

ことに安心せず、健診結果をよく見てみましょう。これはあ健
なたの「健康をつくる」うえでとても重要なもの。健診結果をまず

知ること、そして少しずつでも軌道修正していき、健康寿命※をの

ばし、いつまでもいきいきした毎日をつくっていきましょう。
※健康寿命とは健康で自立して長生きできる時間のことです。この寝た
きりの時間を少しでも短く、健康で長生きできる時間をのばしていこう
という健康づくり運動が「健康日本21」です。

●
肝
臓
内
一
明
酵
素
噸
血
屯
濃
度
を
．

測
定
す
る
肝
機
能
検
査

G
O
T
（
A
S
T
）
と
G
P
T
（
A

T
L
）
　
は
肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る

と
数
値
が
上
昇
し
、
「
γ
－
G
T
P
」

は
飲
酒
に
敏
感
に
反
応
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
脂
肪
肝
や
肝
臓
が
ん
、
ア

ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
の
発
見
に
寄
与

し
ま
す
。

静
か
に
悪
化
す
る
の
は
腎
臓
病
も

同
じ
で
す
。
尿
タ
ン
パ
ク
や
血
尿
が

あ
れ
ば
、
さ
ら
に
検
査
が
必
要
で

す
。
「
尿
酸
」
　
「
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
」
　
な

ど
老
廃
物
の
血
中
濃
度
が
高
い
場
合

は
、
腎
臓
の
排
泄
能
力
の
低
下
が
疑

わ
れ
、
腎
機
能
障
害
や
腎
不
全
の
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

今年毛健診は受けたけど、

前と同じで、血糖値石高い
し、，あんまり肝機能缶よく

胤㌔前と変わって胤胤　　　去年より体重が増えて
いるけど、ダイエットし貴
いといけ沿いかな？

血圧宅高いし・・・。

こんなことはありませんか？

慢
性
高
血
糖
に
は
腎
症
以
外
に
も

多
く
の
合
併
症
が
あ
り
、
な
か
で
も

動
脈
硬
化
に
よ
る
狭
心
症
や
脳
出
血

は
、
後
遺
症
の
危
険
性
が
高
い
で
す
。

空
腹
時
血
糖
値
に
加
え
、
直
前
数
ヶ

月
の
平
均
血
糖
値
を
示
す
血
中
タ
ン

パ
ク
　
「
H
b
A
I
 
C
」
　
が
正
常
値
の

上
限
に
近
け
れ
ば
、
危
険
な
隠
れ
糖

尿
と
自
覚
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ

う
。ま

た
、
『
悪
玉
』
　
と
さ
れ
る
L
D

L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
酸
化
し
て
血

管
の
壁
に
入
り
込
み
、
白
血
球
と
結

び
付
い
て
肥
大
化
し
、
血
流
を
阻
害

し
て
心
筋
梗
塞
な
ど
の
原
因
と
な
る

た
め
、
数
値
は
低
い
ほ
ど
よ
い
で
す
。

こ
う
し
た
脳
・
心
血
管
障
害
の
引
き

金
と
な
る
の
が
高
血
圧
で
す
。

生
活
習
慣
病
の
引
き
金
と
な
る
動

脈
硬
化
や
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
は

初
期
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
病
気
の
芽

を
い
ち
早
く
み
つ
け
る
の
に
健
診
は

役
立
ち
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
よ
く
な
い
生
活
習

慣
　
（
食
生
活
、
運
動
習
慣
な
ど
）
　
か

ら
生
ま
れ
ま
す
。
異
常
値
が
出
た
ら
、

そ
れ
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
欲
し

い
と
い
う
体
か
ら
の
サ
イ
ン
で
す
。

気
づ
い
た
時
に
早
め
に
生
活
習
慣
の

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ご（ノ（入よ／ノ．／　　　　ノ竹

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
国
民
年
金
に
原
則
と
し
て
2
5
年

以
上
加
入
し
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
し
、
6
0
歳
に
な
っ
て
も
、
6
5
歳

に
な
る
ま
で
の
間
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
を

受
け
取
る
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。さ

ら
に
、
昭
和
3
0
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
年
金
を
受
け

取
る
権
利
が
な
い
と
き
は
、
6
5
歳
か

ら
祁
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
日
本
国
籍
を
持
つ
人
が
、

長
期
間
海
外
に
住
む
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
も
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
2
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
間
は
、

国
民
年
金
に
第
一
号
被
保
険
者
と
し

て
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま



■検察審査員の任期

ご存じですか。

検察審査会

各群 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

第 1 群
（各 5 名） 2 月 1 日～ 7 月31日

第 2 群
（各 6 名）

5 月 1 日～ 10月31日

第 3 群
（各 5 名）

8 月 1 日′－1 月31 日

第 4 群
（各 6 名）

11月 1 日～ 4 月30日

※検察審査員及び補充員の任期はいずれも6カ月で、3カ月ごとに

約半数が入れ替わります。

●
検
察
、
零
査
会
d
咄
‥
．
‥
．
‥
∃

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
　
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
1
1
人
の
審
査
員
が
、
起

訴
し
な
か
っ
た
検
察
官
の
善
し
悪
し

を
審
査
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
長
崎
地
方
裁
判
所

内
長
崎
検
察
審
査
会
事
務
局
　
（
m

O
9
5
－
8
2
2
－
6
1
5
1
）
へ
。

■

選

挙

簡

理

覇

お
知
ら
せ

「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
　
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
　
『
く
じ
』
　
で
選
び

ま
す
。検

察
審
査
員
は
、
衆
議
院
議
員
選

挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
有
権

者
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
ま

す
。
（
法
律
で
除
外
さ
れ
て
検
察
審

査
員
に
な
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
）

※
長
崎
検
察
審
査
会
の
管
轄
区
域

は
、
長
崎
市
・
諌
早
市
・
大
村
市
・

北
高
来
郡
・
西
彼
杵
郡
　
（
西
海
町
・

大
島
町
・
崎
戸
町
を
除
く
）
・
東
彼

杵
町
で
、
平
成
1
6
年
9
月
1
日
現
在

の
選
挙
人
は
6
3
0
、
7
3
8
人
で

す
。

す
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
な
ど
を
代
行
す
る
協
力
者
が
必

要
で
す
。

日
本
国
内
に
協
力
者
　
（
親
・
子
・

兄
弟
・
姉
妹
な
ど
）
　
が
い
る
場
合
は

そ
の
方
が
協
力
者
に
な
り
、
協
力
者

が
い
な
い
場
合
は
、
（
社
）
　
日
本
国

民
年
金
協
会
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

任
意
加
入
す
る
と
、
保
険
料
を
納

め
て
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
加

入
中
の
事
故
等
は
障
害
基
礎
年
金
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

管
轄
内
　
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会

長
崎
検
察
審
査
会

事
務
局

対称業調査kv
予定者　800名
（各群200名）

㌧－‾＝‾‾ヒ．‘‘‾◆′、二‾‾‘‘‘‾‾、∵▼㌧■ウ■hl

候補者　400名
（各群100名）

検察審査員・補充員
1月・7月下旬に各5名選定
4月・1q月下旬に各6名選定

『隠か切』
商売や業務上の取引や証明に使用する「はかり」は2年に1回の

検査を受けて使用するよう義務づけられています。検査を受けず

に使用すると罰則規程毛足められていますので＼これらの目的に

使用する「はかり」は必ず特定計量器検定検査を受けましょう。

今年度は、下記により特定計量器検定検査が実施されます。

都合のよい会場に「はかり」を持参し検査を受けてください。

■日時及び場所：11月10日（水）

・11時～11時30分（田原地区）　みさかえの囲むつみの家倉庫

・13時～15時（長里・小長井地区）小長井町役場

′　－l r　′rl l
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、　ト
ト
古
代
衣
装
の
貫
頭
衣
を
身
に
つ
け
稲
を
刈
る
子
ど
も
た
ち

10月13日（水）、柳新田で町内の小学生（4・5年生

75人）による赤米の収穫が行われました。

6月に自分たちの手で田植えした稲が、秋を迎え赤い

穂を実らせました。

子ど吉たちは、土地改良区や築切老人会の方々に指導

を受けながら、慣れ沿い手つきで収穫の喜びと苦労を体

験しました。

赤米は各学校に配られるほか、山茶花高原ハープ園で

1袋（300Zラ）500円にて販売される予定です。

ト
ナ
イ
ク
ー
の
光
の
中
で
町
民
体
育
祭
の
練
習
を
す
る
区
民

10月11日（祝）、諌早市有喜中学校を主会場に市内3

会場において、第17回有喜城山クラブ旗親善ソフトボー

ル大会が開催されました。

この大会は、諌早地域では最古大きな大会で、県内各

地、遠くは福岡から古参加があり、レギュラー35チー

ムとジュニア20チームが熱戦を繰り広げました。

本町からモレギュラー3チームとジュニア1チームが

出場し、小長井少年ライナーズジュニアチームが見事、

優勝しました。

鮎
r

野◎応

9月14日（火）、遠竹地区のふれあい広場に簡易ナイ

ター照明施設が完成しました。

この広場は、遠竹地区の子ど∈からお年寄りまで三世

代問が、スポーツを通した交流で親睦と融和を図ってい

ますが、夜間の行事やスポーツでは、思ったような利用

ができていませんでした。

今回、県のコミュニティ事業の助成（事業費の1／2

補助）でこの照明が取り付けられ、これからはナイター

でのスポーツ古楽しむことができるようになりました。

9月4［］（土）に実施された「新諌早市を知ろう、1市

5町をめぐるバスツアー」にちなんだ絵画・作文展が行

われ絵画の部において本町長里小4年の増山千花さん

が見事最優秀賞を受賞しました。

作品は、10月9日（土）諌早文化会館で開催された「ま

ちづくり文化講演会」の中で展示発表され、表彰を受け

ました。
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ト
優
勝
し
た
サ
ー
テ
ィ
ー
ワ
ン
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

ナイターSP悸膵惨
サーチイ一っン

9月22日（水）に開幕した、第12回ナイターS Pソフ

トボール大会には、8チームが参加し、秋風のなかで熱

戦が繰り広げられました。

10月4日（月）、リンクリーグで勝ち残ったサーティー

ワンと牧SPで決勝戦が行われ、8対4でサーティーワ

ンが優勝して閉幕しました。

■最優秀選手賞：新宮正憲さん（サーティーワン）

■敢闘賞：秀島勝也さん（牧SP）

ト
優
勝
し
た
小
川
原
浦
チ
ー
ム
の
攻
撃
（
初
戦
の
対
遠
竹
戦
）

9月10日（金）、商工会青年部主催の第2回女子ナイ

ターソフトボール大会の開会式が行われました。

その夜から毎週火・金・土曜日の夜、町内5地区の婦

人たちが総当たり戟で熱戦を繰り広げました。

結果は次のとおりです。

①小川原浦

②牧

③井崎

ト
優
勝
し
た
中
学
3
年
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

10月17［］（日）、晴天の秋空の吉と、平成16年度秋季

野球大会が町民グラウンドで開催されました。

今回一般からは、役場チームのみの出場でしたが、中

学生1・2・3年生のチームが参加し、4チームの対戦

となりました。リンクリーグで中学2年生チームと3年

生チームがと吉に1勝1弓lき分けとなり、ジャンケンに

より中学3年生チームの優勝が決まりました。

個人賞は次のとおりです。（敬称略）

■最優秀選手賞∴吉次龍太（中学3年）

■敢闘賞・・・岩木優典（中学2年）

ト
少
年
剣
士
の
元
気
な
対
戦
の
様
子

10月17日（日）、第23回小長井町少年剣道大会が中学

校体育館で開催されました。

大会には、県央地区や太良町のノ」い中学校から310名

の少年剣士が集まり、団体戦と個人戦の熱戦が繰り広げ

られました。本町からは4チーム29名が出場しました。

本町関係の上位入賞は次のとおりです。（敬称略）

■団体戦：（∋／」＼長井少年

■個人戦：③藤本隼人（小学4年）

（∋谷川唯成（中学男子）



（向かって右側後方が栄暮さん）

『
空
振
り
に
終
わ
っ
た

町
民
体
育
祭
』

東
京
都
足
立
区

栄
　
書
　
輝
　
穂

（
遠
竹
出
身
）

1
0
月
8
日
に
小
長
井
に
帰
り
、
体
育
祭

へ
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
兼
ね
て
久

し
ぶ
り
の
故
郷
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

体
調
を
整
え
て
1
0
月
1
0
日
の
朝
を
迎

え
、
玄
関
を
開
け
て
外
を
見
れ
ば
大
雨
が

降
っ
て
い
て
道
路
は
水
浸
し
、
こ
れ
で
は

最
悪
の
中
止
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
な
が
ら
様
子
を
み
て
い
る
と
、
8
時

1
5
分
す
ぎ
役
場
よ
り
ス
ピ
ー
カ
ー
で
　
「
本

日
の
町
民
体
育
祭
は
中
止
し
ま
す
」
　
と
案

内
が
だ
さ
れ
て
ほ
ん
と
に
残
念
で
し
た
。

今
日
は
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
る

と
役
場
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
小

長
井
会
メ
ン
バ
ー
の
歓
迎
会
を
し
て
く
だ

さ
る
と
の
こ
と
。
正
午
よ
り
　
『
牧
の
帆
崎

寿
司
』
　
で
山
下
町
長
、
原
議
長
ほ
か
役
場

の
方
々
と
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
に
語
り

合
っ
て
、
そ
の
後
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
を

歌
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
故
郷
に
帰
っ
て
は
ん
と
に

よ
か
っ
た
な
ぁ
と
の
思
い
で
、
こ
の
長
い

人
生
の
中
で
ま
た
一
つ
想
い
出
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
小
長
井
と
東
京
の
架
け
橋

に
な
っ
て
元
気
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

1
1
月
1
5
日
か
ら
来
年
の
2
月
1
5
日
ま
で
狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。
法
令
で

定
め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区
等
の
規
制
区
域
、
人
家
の
あ
る
場
所
・
公
道
・
公
園

な
ど
を
除
く
、
山
野
・
海
岸
等
で
狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
狩
猟
期
間
中
は

次
の
事
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・・・製造事業所の皆様へ…

経済産業省では、工業統計調査を平成16年12月31日現在で実施します。工業

統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らかにする

ことを目的として調査します。

調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用され

るとと吉に、企業、大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など、広

く利用されているところです。

皆様から提出していただく調査票については、統計法に基づき調査内容の秘

密は厳守されますので、正確なご記入をお願いします。

一経済産業省・長崎県・小長井町－

′．－　卜　「／L　　　　　7l　ゝ

J〔ノ〃Jノ／．／　　　Pノー）

●
山
歩
き
や
遠
足
に
で
か
け
る
と
き

は
、
目
的
地
及
び
そ
の
行
程
が
狩
猟

の
で
き
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
。

●
山
野
を
歩
い
た
り
、
山
林
・
田
畑

で
作
業
を
す
る
際
は
目
立
た
な
い
服

装
や
白
い
服
　
（
シ
カ
と
誤
認
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
）
　
は
避
け
、
ラ
ジ
オ
を

流
す
な
ど
し
て
自
分
の
存
在
を
周
囲

に
知
ら
せ
る
よ
う
心
掛
け
る
。

●
狩
猟
に
伴
う
、
危
険
と
思
わ
れ
る

行
為
や
事
故
を
見
聞
し
た
と
き
は
、

最
寄
り
の
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ

ヽ

ユ

　

0

－
∨●

狩
猟
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
に
つ

い
て
は
、
長
崎
県
自
然
保
護
課
　
（
m

O

9

5

－

8

2

6

1

6

7

1

5

）

、

役
場
農
林
水
産
課
　
（
m
3
4
－

2
1
1
1
）
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



（
防
火
標
語
）
　
「
火
は
消
し
た

●
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
3
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
4
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て
」

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

※
防
火
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

諌
早
消
防
署
予
防
設
備
課
　
（
T
m
2
2
－

0
1
1
9
）
、
諌
早
消
防
署
高
来
分

署
　
（
m
3
2
－
2
1
9
9
）
　
へ
。

毎
年
大
好
評
の
　
「
ふ
る
さ
と
う
ま

か
便
」
の
注
文
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

小
長
井
で
育
ま
れ
た
山
の
幸
、
海

の
幸
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
を
懐
か
し
み
な
が
ら
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

●
申
込
期
限
　
1
1
月
3
0
日
（
火
）

限
定
1
0
0
個
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
限
定
数
に
な
り
次
第
、
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

●
申
込
方
法

①
町
外
の
方
は
、
専
用
の
振
込
用
紙

で
注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

②
町
内
の
人
は
、
直
接
役
場
う
ま
か

便
係
に
注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

●
価
格
　
1
箱
5
、
0
0
0
円
　
（
送

料
込
み
、
日
本
全
国
一
律
）
　
に
て
お

届
け
し
ま
す
。

●
発
送
予
定
日
　
1
2
月
中
旬

●
内
容
　
み
か
ん
・
ば
れ
い
し
ょ
・

に
ん
じ
ん
・
ハ
ー
ブ
商
品
・
ヤ
ー
コ

ン
漬
・
ビ
ラ
粕
漬
け
・
小
長
井
育
ち

（
か
き
⊥
8
辱
・
田
原
い
も
ん
こ
・
赤

米
な
ど

く
わ
し
く
は
、
役
場
企
画
振
興
課

う
ま
か
便
係
（
T
m
3
4
－
2
1
1
1
）

ま
で
。

・・・平成16年分年末調整の説明会・・・

平成16年分給与所得者の年末調整説明会を次の日程で開　■年末調整説明会日程
催します。

両日と吉同じ内容の説明を行いますので、いずれか都合

の良い日にご出席ください。

年末調整関係の用紙は、11月中旬までに源泉徴収義務者

あてに郵送します。なお、説明会の案内は年末調整関係用

紙に同封されています。

くわしくは、諌早税務署法人課税第一部門

（TELO957－22－1358）へ。

ート，7　ル

ア〃－＋．罰形軋〃．ノ



住宅金融公庫では、融資のご返済で

お困りになった場合で宅、安心して今

後のご返済を継続できるように、返済

相談に応じています。

返済期間の延長など状況に応じた返

済方法の変更にも柔軟に対応していま

すので、お気軽にご連絡ください。

建設雇用改善
推進月間

11月は建設雇用改善推進月間です。

建設業の雇用の改善について、関係

者の理解と関心を深め、意識の高揚を
わたし

図るため、本年は「夢築＜建設の職場

雇用改善」をスローガンに各種行事が

行われます。

県内での主要行事として建設雇用改

善推進大会が次により開催されます。

■日時11月17日（水）

13時30分～16時

■会場　ウエルシティ長崎

■内容　優良事業所表彰、記念講演他

絶対に手を触れず
すぐに通報を

旧日本軍の毒ガス弾等に関するお知らせ

画過を麗句・．．
一　躍L∴・扉ご・・）　‥如場

聖∵殊■■．．
∴〆◆て′　▲も．1

もし．r■ガス計」と雇われる■壱鼻つけたとせ臥

始対に羊に払れす＼1トぐに■♯■や調味■に書■してください．

蓼た「■ガス■J別の可批のある聯などについて

紀tやt■篭お檜ちの方には、憫搬モお＋いしてい干す．

奨学金の返還は
お早めに

長崎県育英会は、市町村・民間・有

志・県が一体となって設立し、毎年多

くの学生・生徒に奨学金の貸与を行っ

ています。

あなたの返還金が、後輩の新たな奨

学金となりますので貸与を受けていた

方は、返還期Bを守り早めに納付しま

しょう。

【11月のテーマ】

（月）烏インフルエンザ

（火）膝の関節鏡手術

（水）児童虐待について

（木）慢性副鼻腔炎

（金）歯の寿命

（土・日）高齢者に多い萎縮性腫炎

（祝日）前日のテープ

ありがとう
ございました

【小長井町へ金一封】

●篤志寄付

黒木正一郎様（東京都）

【社会福祉協議会へ金一封】

●香典返し

故　　山□　徳欒横

道族　山口知恵子様（打越）

故　　植松　魔人横

道族　植松エツヨ様（牧二）

故　　尾崎　マス横

道族　尾崎　和年様（小Jl原浦五）

故　　山□　利幸様

遺族　山口ミサ子様（打越）

故　　古賀　　清様

遺族　古賀　ヨネ様（田代二）

■テーマ「小長井町」を題材にした

フイルム写真ならば何でも可。

1参加資格　プロ・アマ問わず誰でも

応募可。

■規格　作品はカラープリント四つ切

りサイズに限る。

■期間　平成16年2月7日（土）以降

に撮影された毛の。

■応募締切　平成17年1月7日（金）

必着（随時受付）。

■賞　特選1点賞金10万円＋副賞

優秀1点賞金5万円＋副賞

入選　5点賞金3万円＋副賞

佳作10点賞品

くわしくは、役場企画振興課内フォ

トコンテスト係（m＿34－2111）へ。

、　　、　　－　　　、

2♂鎚JエJ 戸詑



LivingInformation

自衛官募集
（自衛隊生徒）

県央ケアフォーラム

何

人のうごき

16年9月未（前月との比較）

■人　口　　　6，670人（一19）

男　　　3，020人（－　6）

女　　　3，650人（－13）

■出　生　　　　　3人（±　0）

■死　亡　　　　8人（

■転　入　　　　10人

■転　出　　　　24人

■世帯数　　　2，471戸

）
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■受付期間

11月1日（月）～17年1月11日（火）

■応募資格

15歳以上17歳末満の中学校卒業者

（見込みを含む）

■試験日17年1月15日（土）

■試験場所　諌早商工会館

主宅用太陽熱高度利用システム

補助制度応募受付

■補助対象者　集熱器の総面積75ポ

までのソーラーシステム設置者

1補助金額　集熱器の総面積に応じた

補助金（目安・・・6「げで約10万円、75ポ

で125万円程度（システムの型式によ

り差があります）

■募集期限17年2月21日（月）

皮膚の日公開講座

加齢による皮膚疾患について皮膚科

専門医がやさしくお話しします。

■対象　特に高齢者とその家族及び介

護従事者、一般の方吉参加自由。（500

人まで入場可能）

■日時11月13日（土）15時～17時

■会場　長崎市医師会館7階ホール

■その他　入場無料、相談コーナー有

長崎県最低賃金は1絹1日から

時間額606円

長崎県最低賃金は、長崎県内のすべ

ての労働者及びその使用者に適用され

ます。ただし産業別最低賃金が優先し

て適用される業種宅あります。

■テーマ　みんなの住みよいまちづく

り～自分たちの将来、福祉をどう作り

ますか？～

■日時11月20日（土）13時～17時

■会場　大村市コミュニティセンター

（シーハットおおむら）大会議室

■内容　特別講演「住民と協働した福

祉のまちづくり」岩川徹氏（秋口県鷹

巣町前町長）、ディスカッション

■参加費　無料

プロの技を見て、さわって体感しよ

う。

■日時11月27日（土）11時～18時

11月28日（日）10時～18時

■場所

長崎市浜の町「ベルナード観光通り」

第47回自然公園大会
標語募集

占宗去園大会棲藷募集！
■■■では、和訂℡公●細郡D∬犀に布E■甲瓜17年00▼に佐山隈朽におLlて■」7皿白餅公■大ぢt句tし蟹T．

声民生■大宅セL止儀▲が壬鴫▼さ▲1憎厄■し心■■■巾中心行■としてF無仁nたらの耶】こつ‖で■1白㈹確
守■】人と旬ゎとの■かち・F巾●いt■■r占た虎の覇♯ご富町和也黒くの人■〝■Ⅷし土r．

この大台〟■Eの■けの∬Ll■ん仁鴫岬のもとに轟▼陣の■か知紺牌■ししIMt竜皿7こギ■し乳m＝h丑

山書■て曇中申たして■■されること告■ってL大会■蜂苫■■」霹す夢く幻♯付のこ払▼色石柄♭しモホリ量r，



はじめに、そとのプールにいきました。たかいなみを

みてびっくりしました。ざ／ぶざぶとおとがしました。な

みにおされてとびそうになりました。

つぎに、ごはんをたべました。ひのまるべんとうが

おいしかったですも

かぜがビューと／51いたのでさむかったです。ゼリーみく

たい克吉のをたべました。

そして、またプールにはいりました。なみがおそいか

かってきたので＼ひとりでジャンプしました。で吉、な

みにおされました0おかあさんのあしにあたりました0蔓
またジャンプしたら、またまたおかあさんのあしにあたぎ

りました。

ハートフ几

田植えをした時、水があった田んぼが、今日は水が

すっかりなく怠り、土がからからになっていました。苗

吉大きく育ち、米ができていました。

10月13日、とうとう赤米の稲かりが始まりました。「か

まで稲を切る」という仕事き気　じっさいにやってみる

と、楽しかったけど、とげで亨がちくちくしていたかっ

たです∴ノコギリのように切っ

「一回で切るんだよ。ミ」∧‥も

と、

いたら、おじさんから、

番えて吉らいました。戦ってみると、澄つくなく訟諭

■
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■

登　点

■　　　■

冬髪√ジ；誉雲

・

　

∴

、

L

．

勅

′
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・

　

　

　

・

■

　

　

　

－

．

　

■

衆
議
緒

∵
雄
志
※

、
も
．十

．

】

　

、

　

　

・

　

　

　

‥

－

■

き
ン
緑
殊
守

駁黙隼ヤ攣－か
蝉㌧三ゝ
：・1　㌻

ぎぜ　∴

．H－㍉－－　－い・－－‘、■・一＝

†

●　　れ　　　　　　れ

登‡芸談

…りました。米を作るには、いろいろな工夫がし＼るんだ

，なあと思いました。最後までかり取らずに終わってしま

㌢いました。

心をこめて作るお米吐きっとおいしいお米だと思い

ま気宇伝ってくださったみ貴様「ありがとうございま

した。」楽しい稲かりでした。

‥十－∴二

旭
げ
ぐ
ら
れ
ま
し
た
。

い
「
㌢
ポ

翫
る
劇
や
合
唱
、
合
奏
、
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
、
特
に
劇
で
は
、
笑
い
の
中
に

も
感
動
を
与
え
る
場
面
が
あ
り
、
そ
の

演
技
に
会
場
か
ら
も
大
き
な
声
援
が
お

・・∴　∴
‥・∴－．∵ご・・・しこっ∴
ミ1～‾・

中
学
生
の
文
化
の
祭
典

1

0
月
1
日
（
金
）
、
文
化
ホ
ー
ル
で
中

学
校
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

．
会
場
に
は
、
〉
夏
休
み
の
優
秀
作
品
展
を

は
じ
幣
共
同
制
作
の
絵
画
や
壁
新
聞
、

職
場
体
験
事
前
学
習
の
掲
示
物
な
ど
た

く
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

鋸
がまた

、
舞
台
で
は
若
さ
と
力
の
あ
ふ

¶＋卜　1．・■し　　－　7、l
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噌

　

代

　

表

－

さ‖
′あ

ヽ一

遍竹小2年

江頭

戸秋」

－

　

　

■

‾‾　‾ll

→

（短歌）

独
り
居
の
厨
に
風
は
窓
を
打
ち
秋
の
嵐

の
き
つ
る
朝
な
り

矢
竹
　
典
子

コ
ス
モ
ス
の
花
を
乱
し
て
秋
風
は
こ
の

高
原
を
吹
き
ぬ
け
て
ゆ
く

矢
竹
　
典
子

秋
目
さ
す
コ
ス
モ
ス
畑
訪
ぬ
れ
ば
風
に

も
ま
け
ず
波
う
つ
さ
ま
は

ひ
と
口
に
ア
テ
ネ
と
言
え
ど
遠
い
国
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
発
祥
の
地

平
田
富
美
子

い
く
度
と
野
菜
ま
け
ど
も
お
そ
い
来
る

か
ぜ

台
風
に
吹
か
れ
て
行
く
え
分
か
ら
ず

石
丸
　
雪
枝

い
ち
ょ
う

秋
探
し
風
に
銀
杏
が
舞
い
お
ち
る
赤
い

夕
日
に
名
残
り
を
お
し
み

や
ま
あ
い

石
原
　
昌
子

山
間
の
小
路
た
ど
れ
ば
野
備
に
秋
草

し
げ
り
姿
か
く
し
て

ひ
と
ひ
石
原
昌
子

陽
も
落
ち
て
今
日
の
一
日
の
け
だ
る
さ

も
す
ぎ
ゆ
く
夏
の
終
わ
り
に
近
し

平
田
富
美
子

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
咲
い
た
る
高
原
に
昼

餉
た
の
し
く
青
空
た
か
し

吉
次
　
ツ
ヤ

（俳句）

木
犀
の
香
り
車
の
中
に
満
ち石

井
　
清
流

秋
高
し
二
十
二
号
の
去
っ
た
朝石

井
　
清
流

里
山
に
秋
を
さ
き
が
け
娘
の
鳴
く

石
丸
　
雪
枝

初
鳴
き
の
朝
の
静
け
さ
も
ず
の
声

石
丸
　
雪
枝

真
常
気
象
月
も
泣
い
て
か
か
く
れ
が
ち

中
尾
　
房
子

風
荒
れ
て
道
を
は
ば
ま
れ
い
ざ
よ
う
月

中
尾
　
房
子

（
川
柳
）

山
積
の
国
会
む
か
え
秋
の
陣

石
井
　
清
流

一
億
の
小
切
手
忘
れ
る
元
首
相石

井
　
清
流

【
会
員
外
か
ら
の
投
稿
作
品
】

（
川
柳
）

生
き
る
と
は
多
忙
な
日
々
の
つ
み
か
さ
ね

森

　

春

義

夫
婦
と
は
た
だ
辛
抱
と
ゆ
ず
り
あ
い

森

　

春

義
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1　　月

2　　　火

／／　　　　　／／

3　　⑳

4　　木

／／　　　　　　／／

／／　　　　　／／

5　　　金

7　　⑳

8　　　月

9　　　火

／／　　　　　　／／

10　　水

／／　　　　　　〝

11　　木

15　　月

／／　　　　　　〝

16　　火

17　　水

18　　木

／／　　　　　　〝

21　◎

24　　水

／／　　　　　　〝

25　　木

26　　金

／／　　　　　　／／

／／　　　　　　〝

住民健診結果説明会（13：30～15：30農場公民館にて）

飼えなくなった犬の引き取り（9：00までに役場へ、次は16日）

住民健診結果説明会
（9：30～11：30・13：30～15：30おがたま会館にて）
町民表彰・町民文化展・文化協会発表会・ふるさとまつり
（9：00～文化ホールにて）

燃えないゴミ収集日（8：30までに各地区のゴミステーションへ）

住民健診結果説明会
（9：30～11：30井崎公民館、13：30～15：30釜公民館にて）

社協心配ごと相談（13：30～16：30さざんか会館にて、次は18日）

リハビリ教室
（9：00～15：00文化ホールにて、次は11日・19日・25日）

古紙類リサイクル（古新聞・雑誌・段ボール・牛乳パック・古着）
（9：00～12：00長里町民グラウンドストックハウスへ）

三種混合ワクチン接種（14：00～15：00文化ホールにて）

妊婦教室（9：30～12：00文化ホールにて）

乳児健診（13：00～13：15受付、文化ホールにて）

プラスチック製容器包装収集日
（8：30までに各地区のゴミステーションへ、次は24日）

住民健診結果説明会
（9：30～11：30築切公民館、13：30～15：30文化ホールにて）

人権相談・行政相談（10：00～15：00さざんか会館にて）

ノーマライゼーションをすすめる会（10：00～12：00文化ホールにて）

子育て講演会（19：00～21：00文化ホールにて）

1．6歳児健診（13：00～13：15受付、文化ホールにて）

育児サークル「わくわくクラブ」（10：30～12：00文化ホールにて）

あけぼの会健康相談（10：00～12：00文化ホールにて）

小長井町断酒懇談会（19：00～21：00文化ホールにて）

第14回山茶花高原ロードレース大会
（9：20～山茶花高原ピクニックパークにて）

ペットボトル・トレー・発泡スチロール収集日
（8：30までに各地区のゴミステーションへ）

粗大ゴミ収集日
（遠竹・井崎・小川原浦地区、8：30までに各地区のゴミステーションへ）

県央地区一市五町合併協議会（13：30～飯盛町コミュニティセンターにて）

粗大ゴミ収集日
（長里・牧・新田原・田原地区、8：30までに各地区のゴミステーションへ）

農業委員会（9：30～役場会議室にて）

婦人の健康づくり学習会（9：30～12：00文化ホールにて）

′′　　′′　…　ポリオ生ワクチン接種（14：00～15：00文化ホールにて）

′′　　　′′　　町民ナイトウォーク（18：00～文化ホール出発）

下旬　　　　　民生児童委員定例会（14：00～さざんか会館にて）

一宿葉芽∈行三小長井田宅場企画振興詐〒坑」い姐長崎県北高話郡小長井肘小川軌…拍仇U着地
皿りりう7－っ∠ト2′＝1剋り摘7－3∠ト2つっち盟h比シ：／／w〟血てり旭三三Li．リ「三／［ヨ1づ1てそ血触り値gモ血rg

（敬称略．順不同）

【おたんじょう】

出生日出生者　　　保護者　地区
あおと

9川山脇　蒼翔　茂樹　小川原浦四
けいたろう

9′21土井啓大朗　大輔　釜一
むつみ

g／25原田　　睦　龍次郎　井崎→
ほのか

9／25横田　帆夏　友和　田代一

【おしあわせに】

新郎▼新婦　　　　地区

■中村　純
増山恵梨子

■中島和行
山田　　睦

福岡市

船津

小川原浦三

諌早市

【おくやみ】

死亡者　　　　年齢　地区

福田ムツキ　　63歳　築切

藤瀬アヤ子　　66歳　小川原浦二

古賀　タマ　　86歳　小川原浦四

飯島　仁平　　85歳　小川原浦四

尾崎　マス　　83歳　小川原浦五

植松　魔人　　69歳　牧二

古賀　テキ　　87歳　牧三

山口　利幸　　69歳　打越

古賀　　晴　　84歳　田代二

河野　君枝　　86歳　修道女会

※個人情報保護のため、届出者等の
承諾分について掲載しています。
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